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●売主の組み合わせランキング 

下表は JV 物件における売主の組み合わせごとに戸数・物件数を集計し、戸数の多い順にランキング形式で掲

出したものである。1976 年～2000 年を前期、2001 年～2025 年を後期と記載する。 

 

【首都圏】  

前期は戸数・物件数ともに「藤和不動

産」「エフ・ティー都市開発」の組み合

わせが圧倒的である。「藤和不動産」

は後期においても 1 位と 3 位にランクイ

ンしており、JV 物件供給売主としての

存在感が大きい。後期の 2 位は、10

社が JV として参入しており、物件とし

ては東京五輪選手村跡地に誕生した

「HARUMI FLAG」を指している。 

【近畿圏】  

前期 2 位は首都圏と中部圏でもランク

インした「藤和不動産」「エフ・ティー都

市開発」で、同組み合わせが全国的

な展開であったことがわかる。後期 1

位は「近鉄不動産」「近畿日本鉄道」

で、いずれの物件も「近鉄不動産」の

ブランド名である「ローレル」を冠してお

り、奈良市・生駒市で供給が多いこと

が特徴的である。 

【中部圏】  

前期は「三井不動産」「三井物産」が

1 位となった。「三井不動産」は 2 位と

5 位にも出てきており、当時の JV 供給

が盛んだったことが窺える。5 位は「トヨ

タホーム」 「矢作地所」の組み合わせ

で、独自の JV ブランド「グランフォーリ

ア」の供給が寄与した形となった。 

【地方主要 4 道県】  

同エリアでは、前期・後期で 1 位が地

場企業で占めているのが特徴と言える。前期 1 位の「共立ハウジング」「広島リアルエステート」は広島県の企

業であり、「サンシティ」ブランドを広島市中心に展開。後期のコーセーグループも福岡市内で「グランフォーレ」

シリーズを多数供給しており、1 位となった。 
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●参入企業が最多の JV 物件  

【首都圏】  

東京都の「深沢ハウス」は参入企業

数が 11 社で東京都立大学跡地に建

てられた総戸数 648 戸になる物件であ

る。神奈川県の「グリーンサラウンドシ

ティ」は計 10 社が参入。青山学院大

学の綱島総合グラウンド跡地に建築さ

れた分譲マンションで、成り立ちは先

述した「深沢ハウス」と似ている。千葉

県の「エルシティ新浦安」は 1980 年代

から 1992 年にかけて分譲された 7 棟

からなる計 1,248 戸の大規模マンショ

ンで計 10 社が参入して供給された。全

体的にイトマン・伊藤忠不動産・岩谷

産業などの商社、もしくは商社系不動

産企業の参入が目立つ。 

【近畿圏】  

大阪府の最多参入企業は 12 社で該

当物件は「グランフロント大阪オーナー

ズタワー」である。梅田北エリアのラン

ドマークとして開発された複合都市「グ

ランフロント大阪」の一角に建つ 48 階

建て、総戸数 525 戸の大規模タワーマ

ンションである。兵庫県は 1999 年竣工

の「RIC ウエストコート 7 番街」が参入

企業 10 社で最多となった。RIC は神戸

市東灘区、神戸港内に存する人工島

である六甲アイランドシティの略称であ

り、参入企業には神戸六甲アイランド

や神戸製鋼所、サントリー興産など関

西圏の企業が名を連ねる。 

【中部圏】  

中部圏（愛知県）の最多参入企業ランキングの首位物件は 2023 年に竣工した「NAGOYA the Tower」で 6 社

が参入している。首都圏や近畿圏、福岡県のように 10 社以上の参入企業が供給した JV 物件は確認されなか

った。同物件は名前の通り、名古屋を代表するようなタワー物件であり、総戸数も 435 戸の大型分譲マンション

となっている。 

【地方主要 4 道県】  

北海道のトップは 5 社の「ザ・札幌タワーズ」であった。広島県も同じく 5 社で「ｈｉ ｔｏ ｔｏ広島Ｔｈｅ  Ｔｏｗｅｒ」が該

当した。三菱地所レジデンス、三井不動産レジデンシャルを筆頭に分譲された。同 2 社プラス錢高組の 3 社で分

譲された「ザ・ガーデンズ勾当台通」が宮城県では最多企業物件として確認できた。福岡県においては、11 社

の企業が参画した「アイランドシティ・アクアコート 1 区」が参入企業数最多となった。内訳をみると、積水ハウス

以外が福岡県地場売主で構成されているという特徴をもっている。 


